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月刊神戸っ子
神戸一Ｊｊｚ昭和4 0 年１月2 0 1 1 第二抑郵便物認可
1 9 9 2 年４１１１１１印刷通巻3 7 2 汁
1 9 9 2 年４１－１１Ⅱ発行毎月ｌＭ１１Ｉ錐行

●小磯良平肖像画シリーズ
ｒＫ夫人像」
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』

F1」

ちょっぴりはにかんだ

ニューフェイスの初々 しい笑顔･ ･ ･ …。

祁会の街角亡爽やかに咲き誇っています。
さ')げなく佃･Ｉ･'tを際fﾉｰてる

ベニヤの｢ フレッシャーズ｣ コレクション。

新しいスタートを知的に応援します。

Cl1ristianDior

SpringCollection

ｍＢＥＮｌＹＡ
ＫＯＢＥＯＳＡＫＡＴＯＫＹＯ

●本店●エルベ店●ベージエー店●ウイング店
⑥さんちか店●イヴ｡ サンローラン店●西神ブﾚ ﾝ ﾃ ｲ 店

●三番街店●ナビオ店●ﾐ ﾅ ﾐ 店●近鉄店

●銀座店●自由ヶ丘店●日比谷店
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ヴィクトリア＆アルバート･ ミュージアムの
レセプションパーティにおいて、

鳥丸軍雪氏が初のジュエリーラインを発表

左からＶ& A ｷ ｭ ﾚ ｰ ﾀ 一M s ‘G I 日n W l l e , L a d y E 北､ 牌血竃真珠社長

翰祭こ〉
罫脱言れた２点のジュエリー

』ノ
、

囲

ﾚ テｨ 金ｴ ﾘ サぺｽ ･ ｱ ﾝ ｿ ﾝ 岱ﾂ ﾆ ｪ ﾘ サぺｽ 女王のいと二にあたり､ これ王でも夢､ 腫室のパーティから
グｯ ﾁ ､ カルティェなど一減プﾗ ﾝ 師レセプションまで幅広く手掛け､ パーティq コーディネーターとして
その手碗は瞳際的に高い評価を郷ている。 F H O T O f Y A Y O l W H Y T E

一~ Ｉ

ff蔓Ｉ
〃皇歩

森邸でくつろがれるトリマルグンﾕ ｷ 様

Ｉ

△日

卜

＝＝

, 烏丸軍雪
素材感を生かしたカッティングと流れるような
ラインの美しさから「ドレープの魔術師」と称さ

トリマルグンュキ
れるデザイナー‘鳥丸軍雪。
ロンドンを本拠に2 0 年間にわたり、オートクチ

ュールを中心にヨーロッパ・デザイン界の第一人
者として活動を続け、多くの著名人やハイソサエ
ティの女性たちから高い人気を得ている。

トリマルグンユキ
その‘鳥丸軍雪のデザイナーとしての軌跡をたど

るレクチャーと、この度森真珠との共同事業でス
タートすることになったジュエリーのデビュー。
そのレセプションが、去る１１月１６日にロンドンで
開催された。レクチャーでは、デビューから最新
のコレクションまでの彼の作品を紹介するファッ
ションショーを間におり混ぜ、彼自身の歴史とス
タイルの変化をわかりやすく穏やかに語った。
これは、いわゆる1 9 9 1 年９月から４カ月にわた
り紹介された「ジャパンフェスティバル」の一環
であり、会場はヴィクトリア女王時代に建てられ
た美術館「ヴイクトリア＆アルバートミュージア
ム」（写真参照）であった。

トリマルグンュキ
そして‘烏丸軍雪デザイン森真珠㈱( 乍のデビュー
したこの２点の作品、ゴールドのケシネックレス
と同じくバングルがこの美術館に永久保存として
飾られることになったのである。

森真珠株式会社
本社／〒6 5 1 神戸市中央区二宮町１丁目４－１５

竃(078)241-2125㈹
2Ｆｼ ｮ ｰ ﾙ ｰ ﾑ／壷( 0 7 8 ) 2 2 2 - 5 8 8 1㈹駐車場有り
(年中無休）
オーパ店／〒6 5 O 神戸市中央区北野町１丁目ＪＲ新神戸駅口
(年中無休）３Ｆ壷( 0 7 8 ) 2 6 2 - 2 8 5 8㈹2 6 2 - 2 8 5 9

束京支店・大阪支店
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街
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景
田

ベ
ニ
ヤ
の
店
（
１
９
９
２
年
）
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完

／ ●潮騒のまち明石●
サンビア総合結婚式場

神戸つ子読者に特別キャンペーン

L、

1 0 月～1 1 月のお申し込みのカッブルー組に
抽せんで結婚式（挙式）プレゼント
( ７月末日までのお申し込みのうち）

２

ザ

歩

易

、

１

劃

Ｌ

蝉ご弓

’

－１ノ

総合結婚式場

酋プシ雀皇戸明石1 W 撫謡穂器雛
T E L ( 0 7 8 )９１１－２２５０

こ
う
の
こ
の
み
ワ
イ
ン
カ
ラ
ー
の
季
節

お申し込みお２人だけの挙式から2 0 0 人の宴会までご予算に応じて…
挙式は－日一組だけ、ゆったりとした雰囲気で。「

｢1１１

１

患
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生田新道に面したストリートギャラリー

胸n s i n streetgaIiery〈37〉劇ときめ言バンクーガルしん夢
はｒ共感･ 対話･ 信頼」を企業
理急として、地域の文化・芸
術の育成に努めております。
この己かんしんストリート
ギャラリ･ も芸術の言I C をほ
のかに漂わせたアートスボッ
トとして、本年は、神戸を描
くシリーズと題し、神戸の衡
角の風景を描いだ作品を紹介
してl ゆきます。

関西信用金庫
神戸市中央区下山手通2 丁目1 2 - 3 〒6 5 0
ＰＨＯＮＥ〔０７８)調2- 5 1 5 1 (細Fa x ( 0 7 8 ) 3 3 3 - 9 8 7 4

o t o n o m I e －岡本の自宅ベランダから望む風景一（1 9 9 2 年）

藤原護氏

…１…１

一神戸を描くシリーズー
第４回藤原護〈洋画家〉

一

■
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可茎一画齢（一語）震ヨ山ト皿伶四屋暇皿駕』
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世
界
大
会
に
向
か
っ
て
″

山
口
恵
美
〈
学
生
）
カ
メ
ラ
米
田
定
蔵

平
成
３
年
ｎ
月
哩
日
壬
）
、
東
京
厚
生
年
金
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
蛇
ミ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
代
表

選
出
大
会
で
見
事
、
ミ
ス
の
座
を
手
に
入
れ
ら
れ
た
芦
屋
市
在
住
の
山
口
恵
美
さ
ん
。

普
段
は
、
神
戸
女
学
院
で
英
文
学
を
専
攻
し
て
い
て
、
時
間
が
あ
る
時
は
、
友
人
達
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
多

い
と
い
う
普
通
の
女
の
子
。

「
〃
お
嬢
さ
ま
〃
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
す
ご
く
苦
手
な
ん
で
す
。
性
格
的
に
も
け
つ
こ
う
男
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
し
…
…
…
（
笑
）
」
。

一
度
、
話
し
て
み
み
る
と
、
本
当
に
そ
の
飾
ら
な
い
人
柄
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
も
彼
女
の
大
き
な
魅

力
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

映
画
で
は
、
〃
ゴ
ッ
ド
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
〃
音
楽
で
は
、
〃
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
イ
ケ
ル
〃
が
好
き
だ
と
い
う
恵
美
さ
ん
。
ま
た
、
西
武

の
清
原
選
手
、
若
花
田
の
フ
ァ
ン
で
も
あ
る
と
い
う
ミ
ー
ハ
ー
的
側
面
も
：
…
…
・
・

将
来
は
、
何
か
英
語
を
活
か
し
た
仕
事
に
つ
き
た
い
と
い
う
恵
美
さ
ん
だ
が
、
ま
ず
は
、
ｎ
月
に
長
崎
で
開
惟
さ
れ
る
ミ
ス
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
世
界
大
会
に
向
け
て
忙
し
い
日
々
を
お
く
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
健
闘
を
祈
り
た
い
と
思
う
。

一で画一一

一

〆

面
神
戸
っ
子
浬

州
し‘弼劣厭副ーW，

汽灘
［
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２１周年記念

チャリティ
ハ－ブ

薬草浴
４月2 4咽は
朝1 0時～夜1 時( 夜1 2 時まで受付）

500円
２１周年の感謝の気持ちをこめて、
いつもは1 , 9 0 0 円の入浴料を
５００円に！お誘い合わせてどうぞ。

当日は5 0 0 円でＯＫ／
いつもは1 ‘9 0 0 円の入浴料がこの日だけは5 0 0 円．
ただしマッサージk エステテイックをご希望の場合は
別料金となります｡ (マッサージ3 , 5 0 0円、
ｵ ｲ ﾙマッサージ6 . 0 0 0円､エステティック4 , 5 0 0円～）

チャリティにご協力ください。
当日の売上げは､ 市内の療護施設へ贈らせていただきます。

さらにプレゼントも／
当日お越しいただいたお客様には､ 優待ｶ ｰ ドをもれなく、
また抽選で素敵なプレゼントも/
●混雑した場合は時間を限らせていただくこともあります｡
●小学生以下のお子棟は署遠塵ください｡

＝

一~ 認

蕊憾蜘、

|<OBELADlES･SAUNA

』
女性のための６つのバスで、

爽やかな薬草浴体験

してください。

サウナ

月替わりハーブバス

ハーブサウナ

冷水超音波バス

温水バイブラバス

マッサージシャワー

サウナとエステティック

神戸l/ﾗﾂｲｽｻｳﾅ
歴』0 7 8 -匁1 -牟浮２

戸市中央区下山手通2 - 2 - 1 0 ･ ワシントンホテル向かし
営業時間／朝１０時一夜3 時( 通常）年中無似
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塵

露弓亨一

陳

Ｉ
絢蝋 元

気
で
明
る
く
楽
し
い
建
築
を
ｌ
瀬
戸
本
淳
量
婁
…
総
臓
卓
也

阪
急
御
影
駅
の
南
側
、
古
く
か
ら
桜
並
木
で
親
し
ま
れ
た
お
屋
敷
街
に
、
新
し
く
、
小
さ
な
美
術
館
が
誕
生
し
た
。
設
計
は
建
築

家
の
瀬
戸
本
淳
さ
ん
。
施
主
は
故
小
磯
良
平
さ
ん
の
弟
子
で
あ
っ
た
世
良
臣
繕
さ
ん
で
あ
る
。
「
世
良
先
生
の
想
い
入
れ
と
、
先
生
を

と
り
ま
く
大
勢
の
方
々
に
さ
さ
え
ら
れ
て
、
個
性
を
持
っ
た
美
術
館
が
で
き
ま
し
た
。
毎
日
が
感
動
、
感
激
い
っ
ぱ
い
の
世
良
先
生

に
接
し
、
建
物
が
完
成
し
た
今
、
す
ば
ら
し
い
出
来
事
だ
っ
た
と
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
す
」
と
瀬
戸
本
さ
ん
は
世
良
美
術
館
の

完
成
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た
。
瀬
戸
本
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
の
モ
チ
ー
フ
は
い
つ
も
神
戸
に
あ
る
。
港
の
灯
台
、
阪
急
三
宮
駅
の
塔
、

御
影
公
会
堂
等
々
・
世
良
美
術
館
に
も
〃
神
戸
の
モ
チ
ー
フ
〃
が
大
い
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

神
戸
に
生
ま
れ
、
神
戸
市
立
上
野
中
学
、
神
戸
高
校
を
通
じ
て
美
術
部
へ
。
神
戸
大
学
の
建
築
学
科
を
卒
業
、
鹿
島
建
設
を
経
て

安
井
建
築
事
務
所
へ
。
サ
ン
ト
リ
ー
の
中
央
研
究
所
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
を
手
が
け
た
。
三
十
歳
で
独
立
。
愛

着
を
持
つ
神
戸
・
北
野
町
で
事
務
所
を
開
い
た
。
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
、
西
宮
、
夙
川
周
辺
の
街
づ
く
り
運
動
に
身
を
投
じ
る
。

瀬
戸
本
さ
ん
の
北
野
町
の
オ
フ
ィ
ス
に
は
、
数
々
の
彼
の
設
計
し
た
建
物
の
イ
メ
ー
ジ
写
真
が
壁
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
は
、

第
巧
回
ｈ
ｉ
ｒ
Ｏ
ｂ
ａ
作
品
賞
（
近
畿
建
築
士
会
協
議
会
）
、
神
戸
市
の
第
６
回
神
戸
景
観
・
ポ
イ
ン
ト
賞
を
受
賞
し
た
。

「
発
注
し
た
人
が
喜
び
、
使
う
人
が
喜
び
、
見
る
人
が
喜
ぶ
建
物
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
益
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

面
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蕊蜜

『

壷
、

明
日
の
神
戸
を
担
う

若
手
経
営
者
集
団

鰯
ある集い■中内社長を囲む会

Ⅱ
』

三
洋
電
機
㈱
の
創
設
者
、
故
・
井
植

歳
男
氏
は
、
次
代
を
担
う
若
手
経
営
者

の
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
が
、
い
わ
ゆ
る

”
井
植
学
校
″
の
卒
業
生
は
、
関
西
財

界
の
指
導
者
と
し
て
活
蹄
を
し
て
い
る
。

中
内
功
㈱
ダ
イ
エ
ー
会
長
兼
社
長
も

井
植
イ
ズ
ム
の
薫
陶
を
受
け
た
一
人
で

あ
る
。年

に
六
回
ほ
ど
開
か
れ
る
「
中
内
社

長
を
囲
む
会
」
（
中
内
学
校
）
は
、
井

植
氏
の
よ
う
に
若
き
経
営
者
を
育
成
し

た
い
と
の
中
内
社
長
の
熱
い
思
い
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
在
、
会
員
は
調
名
○

貝
原
俊
民
兵
庫
県
知
事
、
安
好
匠
神

戸
高
速
鉄
道
㈱
社
長
、
小
笠
原
暁
芦
屋

大
学
教
授
を
顧
問
と
し
、
上
島
達
司
Ｕ

Ｃ
Ｃ
上
島
伽
誹
㈱
社
長
、
鳥
越
哲
㈱

神
戸
眼
鏡
院
専
務
、
和
田
憲
昌
和
田
典

産
㈱
社
長
の
三
氏
が
幹
事
と
な
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
る
。
神
戸
経
済
界
の
若
手

が
顔
を
揃
え
、
神
戸
青
年
会
議
所
の
理

事
長
経
験
者
が
多
い
の
も
、
こ
の
会
の

特
色
と
い
え
る
。

例
会
で
は
、
そ
の
時
々
の
テ
ー
マ
で

〃
校
長
〃
中
内
社
長
の
講
義
を
中
心
に

勉
強
が
進
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
お
問

い
だ
け
で
は
な
い
。
〃
よ
く
学
び
、
よ

く
遊
べ
〃
を
地
で
行
く
だ
け
あ
っ
て
、

遊
び
の
方
も
半
端
で
は
な
く
、
知
恵
を

絞
っ
て
真
面
目
（
？
）
に
遊
ぶ
。
遊
び
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
豊
か
に
す
る

の
に
大
い
に
役
立
つ
と
会
員
諸
氏
は
胸

を
張
る
。
〃
井
の
中
の
蛙
″
に
は
な
り

た
く
な
い
と
大
望
を
抱
い
た
若
き
経
営

者
集
団
で
あ
る
。
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人
間
み
な
同
じ

古
達
峯
子

曇潟
一
﹇一

（
岬『
当
罵
職
蝿
珊
』

ｕ
百
》hIi

"

魁Ｐ
雪出P とＦ

因

軍

I

『
型
』

勺
司
壷
．

西
》

淳
一

肇
＝~

診異 I I r R i 一
一
昌
一

Ｄ
”
ロ
ヨ
ー

神
戸
日
豪
協
会
事
務
局
長

人
間
大
好
き
″
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大

好
き
″
日
本
大
好
き
″
大
好
き
三
つ
が

一
つ
に
な
っ
て
燃
え
あ
が
り
、
昭
和
四

十
七
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
神
戸
日
蕊
協

会
で
す
。
今
年
で
二
十
年
に
な
り
ま
す
。

昭
和
四
十
年
、
私
は
初
め
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
に
参
り
ま
し

た
。
五
十
五
才
の
時
で
す
。
ク
ィ
ン
ス

ラ
ン
ド
大
学
で
日
本
語
を
教
え
な
が
ら

四
十
四
年
三
月
ま
で
を
そ
こ
で
悪
ら
し
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
達
の
人
柄
の
す

ば
ら
し
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

人
間
み
な
同
じ
。
社
会
的
地
位
の
差
、

男
女
の
差
、
年
令
の
差
、
知
っ
て
い
る
、

知
ら
な
い
の
差
な
ど
関
係
な
く
、
お
互

い
に
尊
重
し
あ
い
、
助
け
あ
い
い
た
わ

り
あ
っ
て
生
き
て
い
る
の
で
す
。

人
間
か
く
あ
り
た
い
″
と
思
い
ま
し

た
。
折
角
優
秀
な
民
族
で
あ
り
な
が
ら
、

い
ま
、
日
本
人
は
世
界
中
か
ら
嫌
わ
れ

て
い
ま
す
。
長
い
歴
史
の
中
で
身
に
つ

い
た
島
国
根
性
の
た
め
で
す
。

そ
の
国
民
性
か
ら
脱
皮
す
る
に
は
、

異
文
化
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て
心
の

目
を
ひ
ら
く
以
外
Ｅ
具
体
的
に
効
力
の

あ
る
方
法
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
中
、
立
派
な
哲
学
、
言
葉
は
飛

び
か
っ
て
い
ま
す
が
、
個
人
の
生
活
の

中
に
は
、
何
一
つ
定
着
し
て
い
ま
せ
ん
。

小
学
生
か
ら
大
人
に
い
た
る
約
三
千

人
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
達
を
こ
の

二
十
年
に
受
け
入
れ
、
約
千
人
を
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
送
り
ま
し
た
が
、
す
べ

て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
交
流
で
す
。

■
事
務
局

神
戸
市
中
央
区
磯
辺
通
４
ｌ
２
１
８

神
戸
輸
入
品
卸
売
セ
ン
タ
ー
７
Ｆ

蕊蕊

鰹 印

:雷 。
壷

宮
今

1鶴 一ｉへ

夢
毎＝ＺｄＥ” ,

七

謎.曇鍵』

Mご
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垣孟
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西
日
本
最
大
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ギ
フ
ト

と
生
活
雑
貨
の
国
際
見
本
市
は
、
年
２

回
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
第
８
回
秋
の

催
し
が
唾
年
８
月
弱
日
〜
訂
日
に
行
な

わ
れ
る
。
毎
年
秋
は
、
神
戸
の
地
場
産

業
で
あ
る
ク
リ
ス
マ
ス
用
品
の
展
示
・

商
談
が
メ
イ
ン
と
な
る
。
秋
の
神
戸
の

び
が
く

テ
ー
マ
は
、
「
発
見
！
美
楽
目
《
」
。

●
》
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

K O B E インターホーム' 9 ２
月
住
ま
い
の
”
エ
コ
ロ
ジ
ー
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
”
を

Ｓ
テ
ー
マ
に
、
６
月
４
日
（
木
）
〜
７
日
（
日
）
開
催

住
宅
、
建
材
、
住
宅
設
備
・
シ
ス
テ
ム
の
ロ
ジ
ー
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
“
・
地
球
環
境
を

総
合
国
際
見
本
市
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
イ
ン
タ
ー
大
切
に
す
る
た
め
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
ー
ム
フ
ェ
ア
（
Ｋ
Ｉ
Ｈ
Ｆ
中
心
と
す
る
家
づ
く
り
の
技
術
を
、
海
外
。

Ⅱ
略
称
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
イ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
蛇
）
」
国
内
の
活
用
事
例
の
展
示
お
よ
び
セ
ミ
ナ

が
、
今
年
も
６
月
４
日
（
木
）
〜
７
日
ｌ
に
よ
っ
て
提
案
す
る
。
太
陽
エ
ネ
ル
ギ

（
日
）
に
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
神
戸
国
－
な
ど
地
球
に
や
さ
し
い
ソ
フ
ト
エ
ネ
ル

際
展
示
場
で
開
か
れ
る
。
加
年
か
ら
始
ま
ギ
ー
を
活
用
し
た
「
ソ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
」
な

り
、
過
去
２
回
開
催
さ
れ
た
Ｋ
Ｉ
Ｈ
Ｆ
ど
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
、
米
国
・
カ
ナ
ダ
を
は
じ
め
海
外
か
ら
に
よ
る
家
づ
く
り
の
提
案
を
は
じ
め
、
最

延
べ
皿
社
、
、
団
体
の
参
加
が
あ
り
、
前
新
の
住
宅
情
報
・
技
術
が
展
示
さ
れ
る
。
会

回
は
内
外
噸
社
、
９
団
体
の
出
展
が
あ
期
中
は
、
記
念
講
演
会
や
、
神
戸
近
郊
の
先

っ
た
。
進
的
住
宅
を
訪
ね
街
並
み
や
自
然
環
境
の

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
減
住
ま
い
の
エ
コ
中
で
の
住
宅
を
見
る
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ツ
ァ
ー
、

r-W冒祷

そ
し
て
今
回
新
た
に
出
展
者
が
自
社
製
品

や
販
売
戦
略
を
説
明
、
解
説
で
き
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
設
け
ら
れ
る
。

入
場
者
見
込
数
は
７
万
人
。
見
学
対
象

者
は
、
業
界
ユ
ー
ザ
ー
、
住
宅
関
連
メ
ー
カ

ー
、
専
門
家
が
主
で
あ
る
が
、
一
般
ユ
ー
ザ

ー
も
土
、
日
曜
に
見
学
に
訪
れ
て
も
入
場

で
き
る
。
入
場
料
は
、
１
．
０
０
０
円
（
毎

ｒ
７
１

コ
星
再
．

０

ｒ
７
１

コ
星
再
．

０昨年の展示風景。実演も行われた。

１
’
０
０
０
円
（
毎

日
先
着
５
．
０
０
０

名
は
無
料
）
。
開
場

時
間
は
、
午
前
加
時

〜
午
後
５
時
。

問
い
合
わ
せ
は
、

（
財
）
神
戸
国
際
交

流
協
会
盃
０
７
８
‐

３
０
３
１
０
０
２
９

。
」
’
一
一

月
零
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ロ
ナ
ル
．

ｓ
ギ
フ
ト
・
シ
ロ
ー
曹
亨
篭会埋 ところ狭しと展開された見本市も

（財）神戸国際交流協会
見本市部

神戸市中央区港島中町６－１１－１神戸国際展示靭内
T E L O 7 8 - 3 0 3 - O O 2 9 F A x O 7 8 - 3 0 2 - 1 8 7 0
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●コウベスナッフ

平成３年度半どんの会文化賞受賞者

←
１
１｝

叩記

半どんの会茎擦

11睡罰
『竜▼

春の使者 キャンベラ号
神戸に入港

陸

イギリスの豪華客船「キャンベラ号｣ ( 4 4 8 0 7 トン）
が、２月2 8 日、外国客船としては今年、初めて神
戸に入港した。１月４日、イギリスを出港し、世
界2 1 カ国、２６港を巡る航海途中の寄港。－足早い
春の観光シーズンの幕開けとなった。

一一里昌

錨i，号
。｡ ．・０哩

一』一三

春霞に包まれて入港するキャンベラ号

琴
“
１
戯
曾

ｒ
Ｉ
ｒ
Ｗ
ト
ー
Ｉ

民間の芸術・文化団体「半どんの会」（会長小
林武雄）の平成３年度文化賞表彰式が３月2 1 日、
兵庫県教育会館４階大ホールで行なわれた。この
賞は、兵庫県下の地域文化に貢献した方々に贈ら
れ、今回、５部門2 3 名の受賞者が表彰された。

１

帥罵
た
ぴ
と
．
『
‐
喧
呈
，
”
八
・

－
４
０
β
＃
４
撃
破
§
．
『一

霊

尺
診
払
２
，
恩

ｍ
ｎ
個
吟
咋
出
八
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壱
一
／
輔
ッ

套
曇

型
ｒ
冊
仏
〕
稲

蒋
Ｌ

世
良
美
術
館
と
世
良
臣
繕

Ｉ

小
磯
先
生
の
絵
が
好
き
で
、
生
前
か
ら
先
生
の
家
に
小
磯
美
術

館
を
お
建
て
に
な
る
こ
と
を
お
奨
め
し
て
い
た
ん
で
す
。
で
も
先

生
は
「
絵
が
な
い
ん
だ
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
。
私
は
絵
は
静
か

な
と
こ
ろ
で
ゆ
っ
く
り
と
、
拝
見
し
た
い
の
だ
け
ど
、
百
貨
店
な

ん
か
の
展
覧
会
で
は
、
後
の
方
か
ら
半
分
も
見
え
な
い
で
し
ょ
う

？
い
つ
も
心
残
り
だ
っ
た
の
。

自
分
の
お
金
は
持
っ
て
死
ね
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
お
金
で
皆

様
に
ゆ
っ
く
り
絵
が
見
れ
る
場
所
を
提
供
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

本
当
は
森
の
中
が
好
き
な
の
だ
け
ど
、
神
戸
は
森
が
な
い
で
し
ょ

う
？
残
念
で
す
。
私
が
死
ん
だ
ら
、
で
き
る
か
ぎ
り
の
も
の
を
県

か
市
に
寄
付
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
。
設
計
は
瀬
戸
本
淳
さ
ん
、

施
工
は
大
工
建
設
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
皆
様
の
御
好
意
で
と
て

も
良
い
も
の
が
で
き
ま
し
た
。
資
金
は
ぎ
り
ぎ
り
、
借
金
な
し
で

造
り
ま
し
た
。
私
が
死
ん
だ
あ
と
借
金
が
残
っ
た
ら
皆
が
困
り
ま

す
も
の
ね
。
４
月
岬
日
が
オ
ー
プ
ン
で
す
。
本
当
に
小
磯
先
生
に

見
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
。

昭
和
溺
年
く
ら
い
か
し
ら
、
小
磯
先
生
が
私
の
絵
を
ご
覧
に
な

っ
て
、
「
描
け
る
じ
ゃ
な
い
か
」
と
。
物
の
な
い
時
な
の
に
、
鉛
筆
と

木
炭
紙
百
枚
を
下
さ
っ
て
、
芦
屋
の
伊
藤
総
郎
先
生
の
ア
ト
リ

エ
も
御
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
の
。
そ
れ
が
私
の
絵
描
き
と
し
て
の

御
影
の
山
手
幹
線
沿
い
の
〃
に
し
む
ら
珊
排
″
の
山
側
に
あ
る
赤
い

レ
ン
ガ
ば
り
の
モ
ダ
ン
な
建
物
。
｜
水
会
の
画
家
で
あ
り
、
又
、
絵
と

ピ
ア
ノ
の
教
授
も
す
る
世
良
臣
繕
さ
ん
が
建
て
た
〃
世
良
美
術
館
〃
だ
。

４
月
Ⅳ
日
の
開
館
を
ひ
か
え
て
、
２
階
の
サ
ロ
ン
で
お
話
を
う
か
が
っ

た
。

剥塞
《

』
言
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三

－”

、

始
ま
り
で
し
た
。
木
炭
を
消
す
た
め
に
大
切
な
パ
ン
も
下
さ
い
ま

し
た
。
モ
デ
ル
を
描
い
た
絵
は
、
一
枚
一
枚
全
部
、
目
を
通
さ
れ
、

御
指
導
は
大
変
厳
し
か
っ
た
の
で
す
け
ど
、
あ
り
が
た
く
て
一
生

懸
命
描
き
ま
し
た
。
先
生
は
紙
を
た
く
さ
ん
下
さ
い
ま
し
た
が
、

も
っ
た
い
な
く
て
、
裏
に
も
書
き
ま
し
た
。

同
性
異
性
関
係
な
く
、
先
生
は
私
の
絵
だ
け
を
見
て
い
ま
し
た
．

主
人
に
も
「
奥
さ
ん
は
プ
ロ
に
な
れ
る
僕
が
全
部
面
倒
見
る
か

ら
」
と
言
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
始
め
て
の
油
絵
は
神
戸
市
役
所

の
裏
の
東
遊
園
地
で
し
た
が
、
先
生
は
そ
れ
を
ご
覧
に
な
っ
て
「
将

来
君
が
ど
ん
な
絵
を
描
く
か
わ
か
っ
た
よ
」
と
一
水
会
に
出
品
す

る
こ
と
を
奨
め
て
下
さ
っ
た
ん
で
す
。

主
人
の
通
夜
の
巳
、
大
変
な
ど
し
ゃ
ぶ
り
の
中
、
先
生
は
胃
の

手
術
を
な
さ
っ
て
間
も
な
か
っ
た
の
に
、
二
人
の
お
嬢
様
に
両
脇

を
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
来
て
下
さ
い
ま
し
た
．
泣
き
じ
ゃ
く
る
私

を
見
て
「
君
絵
が
描
け
る
ん
だ
よ
腰
を
据
え
て
頑
張
る
ん
だ

よ
絵
と
共
に
生
き
て
ゆ
け
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
お
葬

式
の
折
に
も
「
僕
が
つ
い
て
い
る
よ
し
つ
か
り
な
さ
い
」
と
重

ね
て
励
ま
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
ヒ
ー
ス
の
絵
は
、
七
年
前

く
ら
い
の
も
の
で
す
が
、
「
懐
か
し
い
ね
フ
ラ
ン
ス
の
香
り
が
す

る
よ
」
「
で
も
ま
だ
悲
し
み
が
と
れ
て
い
な
い
ね
」
っ
て
。
本

当
に
よ
く
解
っ
て
ら
っ
し
や
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
精
神
の
固
ま
り
の
よ
う
な
人
で
し
た
．
人
の
役
に

立
ち
た
い
と
…
。
こ
の
美
術
館
は
そ
う
い
う
意
味
で
、
先
生
の
遺

志
を
受
け
継
ぐ
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
皆
様
が
い
ら
し
て
、
ほ

っ
と
な
さ
れ
る
ゆ
と
り
の
場
所
に
し
た
い
ん
で
す
．
皆
様
の
も
の

な
ん
で
す
。
こ
の
美
術
館
は
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アー声
酉

妄言,一－Ｌ ＝＝

御 影

尋

美術館内部

小さいけれど静かにゆっくり鑑賞できる場が誕生しました。
阪急御影駅の南側は、古くから桜並木で親しまれたお屋敷街です
が、時代の流れにつれ様変わりしつつあります。そのような状況下、
世良美術館が, ' H 米上がりました。
外観は神戸のモチーフを大いにとりいれました。地階は若い画家
のためのスペースと収蔵庫、美術館は一階と二階の一部にあり、二
階には施主の住まい部分、アトリエ、ピアノと絵のレッスン室も確
保されています。
人々とコミュニケーションするサロンとして、また安息と探求の

場として、そして自由な自分を味わう緊張感も漂う空間として次の
ような点に留意しました。吹抜をとり、天井を高くして圧迫感をな
くす。自然光をたっぷり入れる。一階の床は大理石にする。コンセ
ント等、Ｈ障りなものをなくす。環境全体をバリアフリー（段差な
し、エレベーターの設置、手スリ等）とする。一年中花の咲いてい
る同然の林のイメージで造園を行なう。
世良美術館の文字は大高猛先生にいただきました。
人を動かすのは感動であって理屈ではないことがわかりました。

この建築に携わった方々皆が同じ思いであったと思います。心にし
みる仕事をさせていただいた喜びをかみしめているところです。
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